
■第13回街づくりＡＩ研究会報告
「ＺＯＯＭと格闘した半年」

令和２年１２月２9 日(火) 18:30～20:00
NPO法人高度情報通信都市計画シンクタンク会議 副理事
長 守茂昭氏（進行・まとめ）株式会社シグマ開発計画研
究所 取締役 原拓也氏（進行）

基本報告：
株式会社シグマ開発計画研究所 取締役 原拓也氏「日本都
市計画家協会で行ったＺＯＯＭイベントの顛末」
株式会社街づくりまんぼう街づくり推進課長 苅谷智大氏
「全国まちづくり会議石巻分科会」
NPO法人高度情報通信都市計画シンクタンク会議 理事･事
務局長 守真弓氏「荻窪音楽祭で実施した Online 演奏会」

守（茂）：コロナに強いられた選択であったが、必ずしも簡
単と言えないテレビ会議システムの使い方を世界中で学ん
でしまった半年であった。
原：日本都市計画家協会では、会議、イベントともにＺＯ
ＯＭで実施し続けたこの半年であるが、誤算は有償イベン
ト（まちづくりカレッジ）の集客に苦労した点である。ネ 
ット上のイベントは無料イベントが多いことから、会費の
提示があるだけで視聴者は引いてしまうようである。苅
谷：石巻分科会の冒頭で、街歩き紹介の動画を配信した。
旅番組や天気予報のイメージでＴＶレポーター風に収録し
た。分科会が硬い話になることが想定できたので少しでも
それを柔らげるのに手頃な動画になった。
守（真）：荻窪音楽祭は、元来、市街地で分散して開催

する音楽イベントであったが、ＺＯＯＭで各演奏者が自分

の演奏をアップし合うことで、本来の音楽祭で交わし
ていた交流を web 上で再実現できた。ネット上の生の
対話が非常時に再現される意味をもつ企画となった。
守（茂）：多くのテレビ会議システムがある中でＺＯＯＭ
が選ばれることが多いのは、その使い易さに理由が
ある。が、使い易いと言っても、少しでも積極的に情
報発信することを考えると、それなりにノウハウを勉
強する必要が出る。家協会 25 周年事業のとき、会場に
登壇した講師を撮影しつつＺＯＯＭで配信するのは
苦労していた。
原：ＺＯＯＭで遠隔参加した小澤元審議官の発信や会
場討論の様子の映像撮影は、画像編集の専門家を呼
び、自前で行うのは避けた。
守（真）：荻窪音楽祭の Online 演奏会は、演奏者が自分
の演奏を自分でＺＯＯＭにアップするため、その操作
法を指南する必要があり、その操作について来られる
人しか参加できなかった。
原：ＺＯＯＭは一般でも使えると言いつつ、一般がや
れる範疇にはやはり限界がある。
守（茂）：コロナ騒動が去った後に、何かが残るべきとす
るなら一般人の映像発信がシームレスに行える技術
環境と操作ノウハウであろう。Web 上の対面はリアル
な対面より格が落ちるといいながら、タイミングに
よっては大きな意味を持つ。必要なときに必要な面会を 
web 上で行えるノウハウを残せるならコロナ騒動で
苦しむ甲斐もあるかもしれない。




